
議
論
を
深
め
、
保
護
者
負
担
を
増
や
さ
な
い
施
策
を
１

小
。中
学
校
の
給
食
は
基
山
小
学
校
内
に
な
る
給

食
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
て
い
る
「

小
学
生
約
８
５
０
人
、
中
学
生
約
４
５
０
人
、
合

計
約
１
３
０
０
人
分
を
作
つ
て
い
る
ず

・

給
食
セ
ン
タ
「
の
運
営
費
は
年
間
約
６
３
０
０

万
円
、
人
件
費
や
光
熱
水
費

・
消
耗
品
費
に
な
る
。

米
や
野
菜

。
肉
な
ど
の
材
料
費
は
保
護
者
負
担

で
、
一
食
当
た
り
、
小
学
生
が
２
３
５
円
、
中
学
生

が
２
７
５
円
に
な
る
。

曇馨べちお昨璽l

だ 地 一 て ふ 年 後 :

:蔦義慶返ミ慧り茅
・
I蓬瑾亀轟罫基礎派/学

:         :ゑ 進鰹
営 食
委 費
員 に
会 つ

警 言
さ 基
れ 山
る 町
こ 学
と 校
に 給
な 食
つ セ

〇小・中学校の校長 (3名 )

○保護者代表 (3名 )

○学識経験者 (1名 )

○教育学習課長 (1名 )

〇栄養教諭 (1名 )

以上の 9名 で構成し、給食

センターの管理・運営につい

て審議するために設置されて

:い る。            :

過
去
に
平
成
２
４
年
に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

（３
％
↓
５
％
）
に
伴
い
改
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
２
９
年
度
は
夏
休
み
を
５
日
間
短
縮
し

て
給
食
回
数
を
増
や
し
た
た
め
５
回
分
の
追
加
徴
収

を
し
て
い
る
。

今
回
の
値
上
げ
の
理
由
は
、
消
費
税
値
上
げ

（５
％

↓
８
％
）
分
や
食
材
費
の
値
上
げ
に
伴
い
、
安
定
し

た
給
食
提
供
が
難
し
く
な
つ
た
と
し
て
い
る
。

値
上
げ
幅
は
小
学
生
が
月
４
２
０
０
円
↓
４
５
０

０
円

（３
０
０
円
ア
ツ
プ
）
、
中
学
生
が
４
９
０
０
円

↓
４
３
０
０
円
（４
０
０
円
ア
ッ
プ
）
、
と
し
て
い
る
。

材
料
費
の
値
上
げ
は
一致
し
方
な
い
と
し
て
も
、
こ

れ
を
保
護
者
負
担
に
し
て
い
い
の
か
、
と
い
う
の
は

別
問
題
で
あ
る
。

給
食
費
の
全
額
無
料
化
を
取
組
む
自
治
体
も
あ
る

中
、
町
と
し
て
補
助
を
行
い
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
経
済
的
理
由
で
困
窮
な
世
帯
に
対
し
て
就

学
支
援
援
助
制
度
が
あ
り
、
申
請
手
続
き
の
簡
素
化

も
行
う
必
要
が
あ
る
。

７
月
５
日
、
役
場
４
階
で
委
員
会
が

開
催
さ
れ
て
い
た
。
外
は
大
粒
の
雨
が

窓
を
叩
き
、
真

っ
暗
な
雲
が
東
に
流
れ

て
い
た
。

ほ
ん
の
数
時
間
で
、
大
洪
水
を
お
こ

し
、
多
く
の
人
命
が
犠
牲
に
な

つ
た
。

基
山
町
で
大
水
害
が
発
生
し
て
い
て
も

不
思
議
で
な
い
状
況
だ

っ
た
。

今
年
も
異
常
気
象
は
続
く
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い

の
か
、
明
快
な
答
え
は
出
て
こ
な
い
。

言
え
る
の
は
、
迅
速
な
情
報
伝
達
と

避
難
計
画
と
誘
導
。

も  る 自
が 地

°
治 そ

ま 域  会 れ
だ の  組 を
し 安  織 地
て 心  と 域

は基 g慶
し:£

 彎 キ
め  連 い
に  携 く
今  に の
年  な が 大

｀
た に   :


